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共発現する野生型FLT3を介したFLT3阻害剤耐性化メカニズム 

FLT3-ITD変異陽性AML細胞 のほとんど 
では野生型FLT3分子も共発現している 
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Wt-FLT3を介した 
Pathway活性化 

リガンド刺激による 
FLT3阻害剤耐性機序モデル 

FLT3阻害剤 
耐性化？ 

共発現細胞ではFLT3リガンド(FL) 
刺激によりFLT3阻害剤の効果減弱 

① ② 

FLT3阻害剤投与 

NOD/SCIDマウス皮下移植モデルでの 
リガンド依存性FLT3阻害剤耐性 

共発現細胞では 
8％縮小のみ 

変異型単独発現細胞 
では72%減少 

FLT3-ITD/Wt-FLT3 
共発現細胞 

ITD単独細胞 

ITD単独細胞 
+FLT3阻害剤 

Wt共発現細胞 

Wt共発現細胞 
+FLT3 阻害剤 


